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結核とは？

平成1７年度 保健看護学科

結核の感染とは？
肺結核患者が咳をするときに飛散する飛沫の

中にある結核菌（飛沫核）を吸入することに

よって起こります。

飛沫核

飛沫
水分で被われている

直径：５μ以上

落下速度：30～80cm/sec

直径：５μ以下

落下速度：0.06～1.5cm/sec 

水分蒸発

裸の飛沫核
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「感染」と「発病」は違う

感染とは？
・菌は生体内に定着しているが、無症状で、X線像上
でも結核といえる病像はなく、排菌もなく、

要するに、 病気ではない状態

発病とは？

・治療が必要と考えられる
・X線像上でも結核といえる病像があり
・結核菌が見つかる
・症状がでる
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感染したら発病するの？

結
核
菌
に
感
染
す
る

約1～2割

約8～9割

初感染発病型未感染の若い世代など

ほとんど発病しない

何十年もして老化・糖尿病
手術などで体力免疫力の
低下に伴い発病する

体の中で菌が増えたときだけ発病します

既感染発病型
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症状は風邪に似ています

微熱 咳・痰 だるさ

やせ食欲不振 息苦しさ
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結核の治療は

治療開始

初期強化期 維持期

生 菌

半休止菌

休止菌

・飲み始めて2週間ほどで周りの

人に移す可能性は低くなります。

・結核は抗結核薬の確実な服薬で

治る病気です。


